
平成31年3月28日

厚生労働大臣 殿

次の職員の平成3 0年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につ

いては以下のとおりです。

1.研究事業名 食品の安全確保推進研究事業

2.研究課題名 既存添加物の品質確保のための評価手法に関する研究(H29一食品・一般-007)

3.研究著名 (所属部局・職名) 食品添加物部 第二室長

(氏名・フリガナ) 杉本 直樹(スギモト ナオキ)

4.倫理審査の状況

該当性の有無 有無 

左記で該当がある場合のみ記入(※l) 

審査済み 審査した機関 未審査(※2) 

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針 口 の ロ 口 

遭伝子治療等臨床研究に関する指針 ロ 困 口 □ 

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) 口 困 □ 口 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験 
□ 困 ロ 口 

等の実施に関する基本指針 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 
ロ 題 □ ロ 

(指針の名称: ) 

(※1)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、 「審査済み」にチェッ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は「未韓査」にチェックすること。

その他(特記事項)

(※2)未審査に場合は、その理由を絶滅すること。

(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に話人すること。

5.厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受難状況 受話の 未受経口

6.利益相反の管理

当研究機関におけるCO工の管理に関する規定の策定 有留 無口(無の場合はその理由: ) 

当研究機関におけるCO工委員会設置の有無 有の 無口(無の場合は委託先機関: ) 

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無 有函 無口(無の場合はその理由: ) 

当研究に係るCO工についての指導・管理の有無 有口 無題(有の場合はその内容:
) 

(留意草項) ・該当するロにチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



乎拭うI年 号 月ユ合田
厚生労働大臣 殿

次の職員の平成3 0年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につ

いては以下のとおりです。

1.研究事業名 食品の安全確保推進研究事業

2.研究課題名 既存添加物の品質確保のための評価手法に関する研究(H29-食品一一般-007)

3.研究著名 (所属部局・職名) 有機化学部 部長

(氏名・フリガナ) 出水 庸介(デミズ ヨウスケ)

4.倫理審査の状況

該当性の有無 有無 

左記で該当がある場合のみ記入(※l) 

審査済み 審査した機関 未審査(※2) 

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針 ロ の 口 □ 

遇伝子治療等臨床研究に関する指針 ロ の 口 □ 

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) 口 の □ □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験 
口 困 口 □ 

等の実施に関する基本指針 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 
□ 困 ロ □ 

(指針の名称: ) 

(※l)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、 「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は「未審査」にチェックすること。

その他(特記事項)

(※2)未審査に場合は、その理由を記載すること。

(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は 当該項目に記入すること。

5.厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受諦状況 受誠の 兼愛経口

6.利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定 有題 無口(無の場合はその理由: ) 

当研究機関におけるCO工委員会設置の有無 有題 無口(無の場合は委託先機関: ) 

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無 有田 無口(無の場合はその理由: ) 

当研究に係るCOIについての指導・管理の有無 有□ 無題(有の場合はその内容: ) 

(留意事項)  ・該当する口にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



平成31年3月28日

厚生労働大臣 殿

次の職員の平成3 0年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につ

いては以下のとおりです。

1.研究事業名 食品の安全確保推進研究事業

2.研究課題名 既存添加物の品質確保のための評価手法に関する研究(H29一食品一一般一007)

3.研究著名 (所属部局・職名) 食品添加物部 研究員

(氏名・フリガナ)増本 直子(マスモト ナオ干)

4.倫理審査の状況

該当性の有無 有無 

左謁で該当がある場合のみ記入(※l) 

審査済み 審査した機関 宋審査(※2〉 

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針 ロ 題 □ □ 

避伝子給源等臨床研究に関する指針 口 の □ ロ 

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) 日 田 ロ □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験 
□ 困 □ □ 

等の実施に関する基本指針 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 
ロ の ロ [コ 

(指針の名称: ) 

(※1)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、 「未審査」にチェックすること。

その他(特記事項)

(※2)未審査に場合は、その理由を記載すること。

(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は 当該項目に記入すること。

5.厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受話状況 受翻月田 未受経口

6.利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定 有の 無口(無の場合はその理由: ) 

当研究機関におけるCO工委員会設置の有無 有の 無口(無の場合は委託先機軸 ) 

当研究に係るCO工についての報告・審査の有無 有の 無口(無の場合はその理由:
) 

当研究に係るCO工についての指導・管理の有無 有□ 無題(有の場合はその内容: ) 

(留意事項) ・該当する口にチェックを入れること。

・分抱研究者の所属する機関の長も作成すること。



2019年3月29日

機関名 立命館大学

所属研究機関長 職 名 学長

氏 名 仲谷 善雄

厚生労働大臣 殿

次の職員の平成3 0年度厚生労働科学研究費補助金の調査研究における、倫理審査状況及び利

については以下の通りです。

1.研究事業名 食品の安全確保推進研究事業 臆

2.研究課題名 既存添加物の品質確保のための評価手法に関する研究

3.研究著名 (所属部局・職名) 薬学部 薬学科・准教

(氏名・フリガナ) 井之上 浩一・イノウエ コウイチ

4.倫理審査の状況

該当性の有無 有無 

左記で該当がある場合のみ記入( ※l) 

審査済み 審査した機関 
未審査(※ 2〉 

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針 □ 獲 □ □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 ロ 音 亡] 口 

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※ 
口 ■ □ □ 

3) 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験 
□ 鵜 □ 口 

等の実施に関する基本指針 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 
ロ ○ □ □ 

(指針の名称: ) 

(※1)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は「審査済み」にチェッ

クし一部若しくは全都の審査が完了していない場合は「未審査」にチェックすること。

その他(特記事項)

(※2)未審査に場合は、その理由を記載すること。

(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5.厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受諦状況 受誰獲 未受経口

6.利益相反の管理

当研究機関におけるCO重の管理に関する規定の策定 有○ 無口(無の場合はその理由:
) 

当研究機関におけるCO工委員会設置の有無 有■ 無口(無の場合は委託先機関: ) 

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無 有漢 無口(無の場合はその理由:
) 

当研究に係るCO重についての指導・管理の有無 有□ 無営(有の場合はその内容: ) 

(留意導項)  ・該当するロにチェックを入れること。

・分抱研究者の所属する機関の長も作成すること。



2019年 3月 26日

機関名 金城学院大学

所属研究機関長 職 名 学長

氏 名 奥 村 隆

厚生労働大臣
(国止医薬品食品衛生研究所長‡殿
臆“ (国立保健医療科営院長) i

次の職員の平成30年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益

いては以下のとおりです。

1.研究事業名 食品の安全確保推進研究事業

2.研究課題名 既存添加物の品質確保のための評価手法に関する研究

3.研究者名 (所属部局・職名) 薬学部 教授

(氏名・フリガナ) 永澤 明大 ナガツ アキト

4.倫理審査の状況

該当性の有無 有無 

左記で該当がある場合のみ記入(※1) 

審査済み 審査した機関 未審査(※2) 

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針 口 萱 □ □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □ ○ □ □ 

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) □ 獲 ロ □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験 
ロ 営 口 [コ 

等の実施に関する基本指針 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 
ロ 営 口 □ 

(指針の名称: ) 

(※1)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、 「審査済み」にチェッ

クし一部若しくは全都の審査が完了していない場合は、 「未審査」にチェックすること。

その他(特記事項)

(※2)未審査に場合は、その理由を記載すること。

(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5.厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受講状況 受講" 未受講口

6.利益相反の管理

当研究機関におけるCO工の管理に関する規定の策定 有漢 無口(無の場合はその理由: ) 

当研究機関におけるCO工委員会設置の有無 有漢 無口(無の場合は委託先機関: ) 

当研究に係るCO工についての報告・審査の有無 有営 無口(無の場合はその理由: ) 

当研究に係るCOIについての指導・管理の有無 有□ 無音(有の場合はその内容: ) 

(留意事項)  ・該当するロにチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



2019年 3月15日

機関名 松山大学

所属研究機関長 職 名 学 長

氏 名 溝 上 達

厚生労働大臣 殿

次の職員の平成3 0年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利

いては以下のとおりです。

1.研究事業名 食品の安全確保推進研究事業

2.研究課題名 既存添加物の品質確保のための評価手法に関する研究

3.研究者名 (所属部局・職名) 松山大学薬学部 教授

(氏名・フリガナ) 天 倉 吉 章 (アマクラ ヨシアキ)

4.倫理審査の状況

該当性の有無 有無 

左記で該当がある場合のみ記入(※1) 

審査済み 審査した機関 未審査(※2) 

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針 ロ 営 □ 口 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □ ○ [コ 口 

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) ロ 営 亡】 □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験 
□ 臆 口 口 

等の実施に関する基本指針 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 
□ 営 □ □ 

(指針の名称: ) 

(※l)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すへ ミき倫理指針に関す る倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ 

クし-部若しくは全部の審査が完了していない場合は、 「未審査」にチェックすること。

その他(特記事項)

(※2)未審査に場合は、その理由を記載すること。

(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に嘩拠する場合は、当該項目に話人すること。

5.厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受講状況 受経営 未受諾□

6.利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定 有獲 無口(無の場合はその理由: ) 

当研究機関におけるCO工委員会設置の有無 有漢 無口(無の場合は委託先機関: ) 

当研究に係るCO工についての報告・審査の有無 有漢 無口(無の場合はその理由: ) 

当研究に係るCO工についての指導・管理の有無 有口 無営(有の場合はその内容: ) 

(留意事項)  ・該当するロにチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



平成31牢3月29日

機関名 日本大学生物資源科学

所属研究機関長 職 名 学部長

氏 名 大 矢 祐

厚生労働大陸 殿

次の職員の平成3 0年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等

いては以下のとおりです。

1.研究事業名 食品の安全確保推進研究事業

2.研究課題名 既存添加物の品質確保のための評価手法に関する研究

3.研究著名 (所属部局・職名) 生物資源料学部食品生命学科・専任論断

(氏名・フリガナ) 大槻 崇・オオツキ タカシ

4.倫理審査の状況

該当性の有無 有無 

左程で該当がある場合のみ謁入(※l) 

轟査済み 蕃査した機関 宋審査(※2) 

ヒトゲノム・週伝子解析研究に関する倫理指針 ロ 営 □ □ 

遭伝子治源等臨床研究に関する指針 □ 営 □ □ 

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3〉 □ 営 □ □ 

厚生労拗省の所管する突施機関における動物実験 
日 暮 □ □ 

等の実施に関する基本指針 

その他、該当する倫理指針があれば話人すること 
□ ■ □ □ 

(指針の名称: ) 

(※1〉当該研究者が当該研究を爽施するに当たり遡守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審恋が済んでいる場合は、 「掠舐済み」にチェッ

クし一部若しくは全都の詑盃が完了していない場合は「米韓盃」にチェックすること。

その他(特記事項)

(※2)米韓盃に場合は、その理由を稲城すること。

(※3)涜止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に薄拠する場合は 当該項剛こ記入すること。

5.厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受継状況 受経書 米受継□

6.利益相反の街理

当研究機関におけるC0重の管理に関する規定の策定 有漢 無口(無の場合はその理由: ) 

当研究機関におけるCOI委員会談圏の有無 有○ 無口(無の場合は委託先段間: ) 

当研究に係るCO丁についての報告・審査の有無 有○ 無口(無の場合はその理由: ) 

当研究に係るCO重についての指導・管理の有無 有□ 無営口(有の場合はその内容: ) 

(叡憩叩頭) ・該当する口にチェックを入れること。

・分担研究薯の所属する機関の長も作成すること。


